
評価方法

〔教科書〕

第 14 回

第 15 回 〔平塚〕

期末試験にて評価を行う。（100％）

救急救命医学②

痙縮運動障害、筋緊張異常 〔水谷〕

リハビリテーション医学・医療の概要

〔上村〕

排尿障害 〔水谷〕

救急救命医学① 〔平塚〕

第 11 回 難病 〔平塚〕

小児第 12 回

メッセージ

「最新　リハビリテーション医学」江藤　文夫　監修（医歯薬出版）

講義形式のため積極的な参加意欲が必要です。
疑問点などがありましたら、そのままにせず早急に解決するようにしてください。

特になし

教 科 書
参考図書

履修上の
留 意 点

第 10 回

摂食・嚥下障害

第 13 回

言語障害

第 5 回

第 6 回

第 7 回 〔上村〕

画像診断学の基礎 〔平塚〕

授業内容

第 4 回

運動障害・感覚障害・熱傷

〔平塚〕

〔上村〕

整形外科 〔平塚〕

高次機能障害・認知症 〔中村麻〕

脳血管障害 〔水谷〕

第 8 回

第 9 回

授業概要
学習目標

授業回数

第 1 回

第 2 回

第 3 回

〔水谷〕

〔平塚〕

専門基礎分野

廃用症候群

21世紀の医学、医療は日々大きく変貌しています｡新技術の開発展開は、医療の姿を根底から
変え患者中心の新しい医療の在りようが問われています｡治療医学、予防医学から必然的に第
三の医学としてリハビリテーション医学のニーズが提起され脚光を浴びて来ました｡その中
で、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士として、チーム医療を行うメンバーとして必要な知
識を身につける。

〔授業概要〕

〔学習目標〕

リハビリテーションに必要な一般的知識を幅広く学習し、疾患概要などの基盤を構築する。

〖作業療法学科〗

授業形態 講義

配当学期 1年（後期）

単 位 数 1単位

時 間 数 30時間
平塚　将嗣、上村　朋久、水谷　貴佐、中村　麻美

授 業
科 目 名

担 当

リハビリテーション医学

教 員 名


